
第４学年 道徳科学習指導案

場 所 ４年１組教室

児 童 ４年１組 ３６名

指導者 齊藤 峰子

１ 主題名 よりよいことを大切に（Ａ）

資料名 「いっしょになって，わらっちゃだめだ」（ゆたかな心で「東京書籍」）

２ 価値について

中学年の内容項目Ａ－（３）は，「自分でできることは自分でやり，安全に気を付け，よく考え

て行動し，節度ある生活をすること。」を内容としている。これは低学年の「健康や安全に気を付

け，物や金銭を大切にし，身の周りを整え，わがままをしないで，規則正しい生活をすること。」

を受け，高学年の「安全に気を付けることや，生活習慣の大切さについて理解し，自分の生活を見

直し，節度を守り，節制に心掛けること。」につながっていくものである。

この発達段階においては，これまで以上に自らの行動について考えることができるようになる。

そこで，他から言われるのではなく，自ら考えて度を過ごさない節度のある生活ができるよう，生

活面における自立を重視した指導を進めていくことが大切である。

本資料はいじめに関連する内容の資料である。社会の中で，いじめ問題は深刻である。児童一人

一人が自分のこととして受け止め，いじめに対して自分にできることは何かをよく考えて行動する

ことが求められる。周りの言動に惑わされ，それに同調してしまう態度がいじめを深刻化させてい

る。してよいことと悪いことをしっかり見極め，自分で考え，自分にできることから始める姿勢が

自立した人間になる第一歩であり，いじめ問題に立ち向かうための基本的な資質として必要な態度

である。

３ 指導にあたって

（１） 児童について

児童は４年生となり，自分の周りを見る目が広がり，社会性も発達してくる段階にある。低学

年の親や教師の言葉を大切にして行動する時期から，友達との関係性が強くなり，友達と話し合

い，協力して活動したり，問題を解決したりしながら生活できるようになってきている。

しかし，まだ自分の生活を客観的に見つめ，自分の行動をコントロールすることができないの

が実態である。また，友達関係を重視する時期だけに，周りの言動に左右されやすい面もある。

そのため，周りに同調して行動することも多く見られ，たとえ間違っていても，それを指摘した

り注意したりせずに，同じように行動してしまう面も見られる。このような実態から，自分でよ

く考えて行動することの大切さを指導することが必要であると考える。

（２） 資料について

本資料「いっしょになって，わらっちゃだめだ」は，いじめに関する資料である。

クラスで一番元気のよいみのる君が，ゆうじ君をからかってクラスのみんなを笑わせている行

為を，お父さんにいじめにならないかと指摘された「ぼく」は，みのる君がゆうじ君にしている

行為はいけないことと思い始める。みのる君の行為に対して，「ぼく」がしなければならないこ

とがいろいろ思い浮かぶのだが，なかなか実行に移せないでいた。しかし，休み時間，また同様

の行為を目にしたとき，「ぼく」は「いっしょになって笑っちゃだめだ。」と心の中で言い続け，

思い切って立ち上がり，みんなに同調せずに教室を出て行った。「ぼく」の行動以降，ゆうじ君

をからかう声は聞かれなくなったという話である。



ちょっとしたからかいのような行動は，児童によく見られることである。また，周りの友達の

行為がよくないと思いながらも，つい同調してしまう心情や，それを見た際に，注意しなければ

ならないのになかなか実行できない「ぼく」の心情にも共感しやすい。資料中の，教室を無言で

出て行った「ぼく」の行為の理由について話し合い，周りに同調することなく，自分でよく考え，

自分が正しいと思ったことをすることの大切さについて考え，進んで行動しようとする心情を育

てることができる資料であると考える。

（３） 指導にあたって

本時は，自分でよく考え，よりよいことを大切にし，行動をしようとする心情を育てることを

ねらいとして，各段階で以下の手立てを講じ，児童が道徳的価値と関わりながら議論することを

通して，自己の生き方についての考えを深める授業を展開する。

「きづく」の段階では，本時学習する道徳的価値について，今の自己の姿や感じ方を確かめ，

問題意識をもつことができるように，児童が事前に書いたアンケート（自分で考えず，周りに流

されてしまったことがあるか）をもとにして考える。自分で考えて行動することが大切であると

分かっていても，周りに流されてしまい，行動できないこともあることに気付くことで，考えた

い道徳的価値についての問題意識をもつことができるようにする。また，資料を読んだ後，考え

たい場面について話し合い，本時学習する道徳的価値と資料とを結びつける活動を行う。

「ふかめる」段階では，主人公「ぼく」の行動や心情について話し合う。初めのうちは，みん

なと同じように，みのる君がゆうじ君をからかっている行為を笑って見ている「ぼく」の心情を

おさえる。その上で，お父さんの言葉によって，その行為が気になりながらも，次の日の朝も，

みのる君たちにからかわれているゆうじ君と，みんながそれを見て笑っている様子を見て，何も

できずにじっとしている時の「ぼく」の心情について考える。ゆうじ君をかわいそうに思い，何

とかしたいと思う一方，みんなの雰囲気にのまれ，何も言い出せずにじっとしている「ぼく」の

葛藤している心情をとらえ，周りに流されて，行動できないこともある状況に十分共感できるよ

うにする。その後，休み時間にもゆうじ君がからかわれているのを見るが，今度は思い切って立

ち上がり，だまって教室を出て行った「ぼく」の行動の理由について話し合い，「ぼく」が自分

でしっかりと考え，自分が正しいと思って行動したことに共感できるようにする。最後に，「ぼ

く」がとった行動をどう思うか，またその理由について自分の考えを書く活動を行う。一人一人

が考えをもった後，全体で議論する場を設定し，価値について話し合う中で，周りがしているか

らといって，してはいけないと思ったことには同調しないことや，自分の行動は自分で考えて決

めることの大切さについて確かめ，価値への理解を深め，道徳的実践意欲につなげていく。

「みつめる」段階では，「きづく」段階でもった問題意識に照らし，学習前の自分と学習後の

自分を比べて考えが広がったところや思いが深まったこと，大切にしていきたい考えなどについ

て，プリントに書きまとめる活動を行い，自分の成長やこれからの行動についての考えが深まっ

たことを自覚できるようにする。その後，記述内容を交流し，教師が価値付けることで，児童が

学習した道徳的価値について自分の考えを深めることにつなげていきたい。

授業後は，日常生活などと関連させながら，児童の様子を観察し，よく考えて，よりよい行動

をしている児童を評価・称揚し，道徳的実践意欲につなげていきたい。



４ 「よりよいことを大切に」指導構想

授業後の観察・評価

○道徳の時間 ○日常指導ほか

本時の道徳の時間

段階 場 面 ねらいにせまる手立て 児童の反応

み

つ

め

る

ふ

か

め

る

き

づ

く

Ａ 節度，節制に関わる子どもの実態

○やってよいこと，悪いことの判断が身に付いてきている。

○よいことをし，悪いことにブレーキをかけながら生活している。

●友達の考えに流され，正しい行いができないことがある。

●友達の悪い行いを見ても，注意できないことがある。

Ａ 節度，節制ついての教師の願い

・自分でよく考え，正しいと思った行いをしながら生活してほしい。

○関連する学習・行事・特別活動 ○これまでの日常指導

生活場面で，児童の様子を観

察し，自分でよく考え行動でき

た児童を紹介，称揚する。

自分でよく考え，よりよいことを大切にし，行動しようとする子ども

◎わが家のせっすい大作せん（８月）
ものを大切にするなど，自分ができ

ることは進んで取り組み，節度ある生
活をしようとする態度を育てる。

◎目覚まし時計（１月）
時間を大切にし，規則正し

い生活をしようとする態度を
育てる。

生活場面で，子どもの様子を観察
し，よく考え，よりよい行動をしよ
うとすることができた児童を紹介，
称揚する。

○よくないことと分かってい
ても，周りに流されて行動
してしまったことについて
話し合う。

・事前にとっておいたアンケートの結果を

もとに，よくないことと分かっているの

に周りに流されてしまう実態について話

し合い，今の自分の姿や感じ方を確かめ，

問題意識につなげていく。

○資料を通して，価値につい
て話し合う。
・ゆうじ君に対してからかい
の声が続いているのを見て，
だまって教室を出て行った
「ぼく」の行動について話
し合い，主体的に価値につ
いて考えたり，友達と議論
したりして，自分の考えを
広げたり深めたりする。

・プリントに，だまって教室を出て行った
「ぼく」の行動についての意見を記述す
ることで，価値について一人一人考えを
もつことができるようにする。

・考えをもとに，全体の場で議論する。議
論を深めるため，話合いをコーディネー
トする。

（問い返し，板書，発言の価値付けなど）

○本時の学習で，自分でよ

く考えて行動することに
ついて考えたことをプリ

ントに書き，記述内容を

交流する。

・自分でよく考えて行動することについ

ての学び合いを踏まえ，自分自身のこ
れまでのことや学習して考えたこと，

これからのことについて考えたことを

観点として記述し，内容を交流し，自

己の生き方について考えを深めるよう
にする。

・自分で正しいと思ったことを

することが大切だと改めて

思った。

・今まで，周りに流されてしま

ったので，これからは自分

で正しいと思うことをよく

考えて行動したい。

・本当は注意したいけど，み
んなの前ではできないとい
う気持ちは分かる。

・みんなと同じように笑うの
はだめだから，思い切って
教室を出たのはすごいと思
う。

・注意はできないけど，自分
ができることをしようと考
えたことがいいと思う。

・周りのみんながやっている
と，だめなことでもついや
ってしまうことがある。

・よりよく行動するにはどんな
ことが大事だろう。

○特別活動
「学級目標を決めよう」

よりよい学級にするた
めにどんな目標を立てた
らよいか考える。

○学校行事「運動会」
よりよい活動の仕方を

考えて，行動する。



５ 本時の指導計画

（１） ねらい

自分でよく考え，よりよいことを大切にし，行動をしようとする心情を育てる。

（２） 展開

過程 学習内容及び学習活動 指導上の留意点・支援 備考

１ 価値について話し合う。

○自分でよく考えず，周りの人の行動に 〈「事象」とのつながり〉

流されてしまったことについて，アン 事前にとったアンケート結果と，

ケートの結果と自分の姿を比べて，考 これまでの自分の姿を比較して考

えたことはありますか。 え，感じたことを交流する場を設定

・よくないことと分かっていても，周 する。

き りの人に合わせて行動してしまうこ ↓

づ とがある。 周りの考えや状況に流されて，正

く ・周りの友達に何を言われるか気にな しく行動できないことがあることに

って，できないことがある。 触れ，自分で考えて行動することに

・よりよく行動するために大事なこと ついて問題意識をもてるようにす

はどんなことだろう。 る。

２ 資料「いっしょになって，わらっちゃ ・考えたいところを交流し，資料と

10 だめだ」を読む。 道徳的価値についての問題意識を

分 つなげるようにする。

３ 資料について話し合い，価値について 紙板書

考える。

（１） みのる君たちにからかわれている ・「ぼく」も，前はみんなと同じよ

ゆうじ君に対して何もできないでい うにゆうじ君を笑っていた立場で

る「ぼく」の気持ちについて話し合 あったが，お父さんに指摘された

う。 ことで自分の行動が気になってき

○みのる君たちにからかわれているゆ た状況を確かめる。

うじ君に対して何もできないでいる ・ゆうじ君をかわいそうに思い， 何

「ぼく」は，どんな気持ちでしょう。 とかしたいと思う一方，みんなの

ふ ・だめなのは分かっているけど，み 雰囲気にのまれ，何も言い出せな

か んなが楽しんでいるから注意でき いで葛藤している「ぼく」の心情

め ない。 をとらえ，共感できるようにする。

る ・どうしたらいいのだろう。

・ゆうじ君がかわいそうだから，思

い切ってみのる君に注意したい。

（２） 休み時間，ゆうじ君がからかわれ ・みんなが見ている中，注意はでき

ているのを見て，思い切って立ち上 ないものの自分に言い聞かせ，思

がり，だまって教室を出て行った「ぼ い切って正しいと思った行動をと

く」の行動の理由を話し合う。 った「ぼく」の考えに気付くこと

25 ○「ぼく」が休み時間，ゆうじ君がか ができるようにする。

分 らかわれているのを見て，思い切っ

て立ち上がり，だまって教室を出て

行ったのはなぜでしょう。



・本当は，注意したかったけど，で

きないから。

・いっしょになってゆうじ君をわら

ってはだめだから，思い切って教

室を出ようと考えた。

・みのる君には注意はできないけ

ど，自分ができることをしようと

考えたから。

（３） 「ぼく」のとった行動について話し 〈「事象」とのつながり〉 道徳

合う。 「ぼく」がとった行動について プリント

ふ ◎「ぼく」がとった行動をどう思いま 考えたことを，道徳プリントに記

か すか。それはなぜですか。 述する活動を設定する。

め ・いいと思う。初めは，みんなの目 ↓

る が気になってよいと思うことがで 一人一人が自分の考えをもつこ

きなかったけど，最後には一緒に とができるようにする。

なって笑わなかったから。

・自分で考えてだめなことは，周り 〈「友達」とのつながり〉

の人がしているからといってやっ 「ぼく」の行動についての考え

てはいけないと思うので，教室を を全体で議論する中で，児童の考

出てよかった。 えの根拠等を問い直したり，考え

・自分の行動は，自分でしっかり考 を板書に位置付け，比較・関連付

えて決めるべきだと思う。 けをしたりしながら，コーディネ

・注意できればもっとよかった。 ートする。

↓

友達と考えを交わす中で，児童

が自分の考えを広げたり深めたり

25 して，自分で考えて，よいと思う

分 ことを行おうとする道徳的心情を

養うようにする。

４ 今日の学習について考えたことをプリ 〈「未来」とのつながり〉 道徳

ントに書きまとめ，記述内容を交流する。 観点を示し，振り返りを記述する プリント

【振り返りの観点】 場を設ける。

み ・今までの自分と比べて感じたこと ↓

つ ・今日の学習で大切だと感じたこと 学習の初めにもった問題意識に照

め ・これからの自分のこと らして現在の思いを確かめ，友達と

る の関わりを通して，自分の考えがこ

れまでよりも広がったり深まったり

したことを自覚できるようにする。

・本時学習した価値における児童が

記述した内容について，学びを深

10 めたことに対し，価値付けをする

分 ことで，道徳的実践意欲を養う。


